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大麻使用の立証に関する科学的知見（ＴＨＣに変換される物質）
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大麻使用事犯における大麻使用の立証では、大麻使用後の尿中の大麻成分の挙動を把握しておくことが重要となる。

体内にΔ9-THCが取り込まれる又は体内でΔ9-THCが発生する場合、Δ9-THCは代謝を受けてTHC代謝物（THC-COOH-
glu）として尿中に排泄される。

未加工の植物としての大麻草の中では、90ｰ95％がΔ9-THCではなくΔ9-THCAとして存在しており、Δ9-THCA自体には
大麻様の有害作用はない。Δ9-THCAは、市販の電子タバコデバイス使用時の加熱条件のみで速やかにΔ9-THCに変換され
るため、Δ9-THCが体内に取り込まれ、THC代謝物として尿中に排泄されることになる。

その他にも、Δ9-THCとは異なる物質（カンナビノイド）で、それ自体に有害作用がなくても、生体内に取り込まれ
る直前に又は生体内において容易にΔ9-THCに変換される物質の出現も懸念される。

また、前回委員会でも、CBDに強酸を加えて加熱すると一部がΔ9-THCに変換されることが懸念された。
（※当該行為は麻薬製造罪にあたる。）

１．麻向法では、「麻薬向精神薬原料」を指定して、その製造、輸出入、流通を監視しているが、麻薬そのものには該当

せず、業務届出や輸出入時の届出による規制のみであることから、上記のような物質の所持・使用の取締に効果的に

活用することは困難。

２．新しい制度的対応を検討してはどうか。

① 例えば、Δ9-THCAのように、それ自体に麻薬と同種の有害作用のない物質でも、通常の使用環境において容易に
麻薬成分に変換されて体内に取り込まれる、又は、生体内で麻薬成分を生成する物質であって、濫用のおそれがあ

るものを、麻薬成分の「前駆体」として麻薬成分と同様に指定して規制する（前駆物質規制）。

② CBDについては、強酸及び加熱条件でΔ9-THCを生成する場合は、麻薬製造罪としての取締りの強化を検討する。

対応 （前駆物質規制）



（参考資料）薬物摂取の証明について
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薬物検査の試料としては、尿、血液、唾液、汗、毛髪などがあるが、大部分の薬物は、尿中に排泄されること

から、通常尿を試料として検査を行う方法が一般的である。

薬物は、一般に、まず血液中に移行することから、血液を試料として検査することも可能である。しかし、血

液中の薬物は速やかに各臓器に移行し、更に、尿や糞中に続々と排泄されるので、その濃度は急激に減少する。

したがって、血液を試料とできるのは摂取後比較的早い時期（数時間）のみである。また、採血には、苦痛が

伴い、医師の手が必要となる等、試料採取の点で問題がある。一方、尿中の薬物は、一般に、血液中より高濃

度で、更に長期間亘って見出され、また、多量の試料を採取することができることから、検査試料としては、

尿が最適である。

唾液中の成分の大部分は血液由来であり、薬物の影響は血管を通して唾液中にも現れるため、唾液を試料とし

て検査を行うことも可能である。唾液を試料とする検査は、採取に苦痛を伴わず簡便であるが、血液と同様に

速やかに各臓器に移行し、更に、尿や糞中に続々と排泄されるので、その濃度は急激に減少する。したがって、

唾液を試料とできるのは摂取後比較的早い時期（数時間）のみであるといわれる。

保護観察所における薬物使用検査では、尿を試料とする検査キットのほか、唾液を試料とする検査キットが用

いられている。（使用するキットの種類は各保護観察所で検査環境や条件などに応じて選定している）

検査の種類と特徴

唾液検査 尿検査 毛髪検査

唾液中の成分の大部分は血液由来で
あり、薬物の影響は血管を通して唾
液中にも現れるため、唾液を試料と
して検査を行うもの。

体内に取り込まれた薬物は、代謝酵
素によって代謝され、尿中に代謝物
として排出されるため、尿を試料と
して検査を行うもの。

体内に取り込まれた薬物のほとんど
は体外に排出されるが、一部は毛髪
や体毛に蓄積されるため、毛髪や体
毛を試料として検査を行うもの。



（参考資料）唾液検査キットの使用方法等について
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引用元：関東化学株式会社ホームページ https://www.kanto.co.jp/dcms_media/other/RFA-04.pdf

唾液検査キット例


